
人がもっと
自分らしく生きるための

知の還元

カフェ文化、パブリック・ライフ研究家
飯田美樹



外国語ができる人、
それを仕事にしている人というのは

特別恵まれた才能や
経験があるんだと
思っていませんか？



帰国子女
海外在住歴が長い
国際結婚をしている



語学の勉強が大好き？



イタリア語はクラスで
一番やる気がない

楽しいのは食事会だけ・・

フランス語の文法も大嫌い



そんな私が・・・













そこへ至るには
長い長い道のりがありました



フランス、パリ政治学院に1年留学→200人以上の留学生の中
で一番フランス語ができない

脳内のフランス語変換に対応するために英語を捨てた→完全に
英語ができなくなって10年以上
外国のエリートたちの知識に圧倒され、反論したくても何もも
言えない→語学だけでなく知識がないのだと痛感



そんな私の避難所がパリのカフェでした



「そんなに辛いんだったら
カフェにでも行ってればいいじゃない！」





パリのカフェには出会いがあった

社会変革の場としても機能していた

なぜそんなことが起こりうるのか？→カフェ
・喫茶文化が根付く街、京都で研究開始

自分でカフェも運営した





ささやかな本を
出版してから12年後



カフェから時代は創られる

カフェはそこからイノベーション
や時代が生まれていく 社会にと
って非常に重要な場

３ヶ月で1800冊



代官山蔦屋書店

Bunkamura

紀伊國屋本店



とはいえ
生まれたのは
本だけではなく





ニュータウンで専業主婦

スーパーと役所、図書館、公園はあったが

母親なんだからこれがあればいいだろ、とい
う画一的な経験

自分は何のために生まれてきたのか？アイデ
ンティティクライシス



行けども行けども誰にも出会えない

どこにも面白いことが起こっていない

知的刺激や語れる人のなさ



ベビーカーを押して
布団を干し、
干し柿をつるして
一生終わるのか・・・



そんな時に
出会った本

レイ・オルデンバーグの
The Great Good Place
『サードプレイス』の原書



郊外で孤独を抱えているのは私だけではない

それはインフォーマル・パブリック・ライフ
、気軽に人や物事と出会える場所の欠如によ
る

サードプレイスはインフォーマル・パブリッ
ク・ライフの核となる存在



Informal Public Life

街の中でリラックスした時間が過ごせる場

そこでは何かが起こっていて

何かや誰かに出会えるかもしれない





自分らしくいられる場の多さと
自分らしい人生を送れる可能性は

比例するのでは？



街の中で自由に、リラックスできる



そんな場が身近に
あったらいいのに・・・



なんでヨーロッパには
それが普通にあるんだろう？



日本語の文献だけでは
資料が足りないので

英語の本を読むしかない！



実は今の理想的な姿は
長年のまちづくりの努力の
結果だったと知った



Informal Public Lifeは創り出せる
！

成功するまちづくりには普遍的な法則がある



パブリック・ライフ活性化の
７つのルール



①
エリアの歩行者空間化




